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【対象者】：T 県の大学生 231 名（男性 119 名，女
性 111 名，無回答 1 名）。 
【調査時期】 













・質問紙①の対象者：119 名（男性 64 名，女性 55
名） 
・質問紙②の対象者：112 名（男性 55 名，女性 56








































































































名（男性 202 名，女性 314 名，無回答 1 名）うち，
大学院生数名 
②友人関係経験による心理的影響尺度：T 県の大学
１～大学院２年生 563 名（男性 220 名，女性 342
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名，無回答 1 名）うち，大学院生数名 
【調査時期】 




















































































table1-2 友人関係経験による心理的影響に関する項目の因子分析結果         
（プロマックス回転後の因子パターン） 
 
No 項目内容 F1 F2 F3 F4 平均 SD
F1:消極的交流
28 周囲のことが好きじゃなくなった。 .826 -.061 .096 -.063 2.04 1.04
22 人を信じられなくなった。 .761 -.020 .122 .080 1.90 1.05
16 人間関係を作るのが怖くなった。 .756 .078 -.067 .065 2.12 1.13
30 人間関係を構築し広げることを投げ出すようになった。 .741 .104 -.056 -.108 2.34 1.15
4 人間関係を作るのが面倒になった。 .727 .059 -.033 -.057 2.44 1.24
10 周囲と関わらないようになった。 .676 -.033 .020 .034 1.95 1.07
23 周囲に対して積極的な行動ができなくなった。 .645 -.039 -.019 .210 2.26 1.08
F2:対人重要性への気づき
2 より周囲を大切にしようと思うようになった。 .035 .749 -.076 .075 4.06 0.99
26 頼りになる人になりたいと思うようになった。 .005 .706 -.006 .000 4.03 0.99
1 自分も、友人の良いところを真似したいと思うようになった。 .123 .673 -.066 -.069 4.13 0.92
31 友人関係の大切さに気付いた。 -.176 .565 .051 .012 4.19 0.88
8 相手のことをより考えるようになった。 -.072 .561 -.061 .241 3.90 0.93
25 自分自身が成長できた。 .017 .543 .238 -.073 3.89 0.91
3 いざという時にも友達でいてくれるので、思いっきり行動できるようになった。 .118 .477 .229 -.128 3.59 1.12
F3:肯定的自己評価
35 自分に自信が持てるようになった。 .006 -.130 .766 .052 3.12 1.08
27 以前より前向きになった。 -.051 .100 .640 .013 3.62 1.03
32 以前より明るくなった。 -.079 .046 .631 .091 3.60 0.99
15 積極的に自分の思いを主張していこうと思うようになった。 .109 -.029 .607 .002 3.16 1.07
21 周囲と関わるとき必要以上に臆病でなくなった。 .025 .133 .469 -.073 3.18 1.09
F4:防衛・過剰配慮
11 周囲が不快な思いをしないように必要以上に気を遣った。 .034 -.120 -.067 .746 2.89 1.20
17 相手の気持ちを必要以上に推測するようになった。 .152 -.063 .064 .653 2.99 1.18
13 自分が嫌な思いをしないように、自分の行動を見直すようになった。 -.009 .012 .157 .551 3.44 1.05
5 周囲が自分のことをどう考えているかを気にして行動するようになった。 .077 .168 -.196 .539 3.23 1.21
14 自己中心的にならず、周囲をよく見るようになった。 -.175 .201 .121 .516 3.73 0.89
因子間相関 F1 ―
F2 -.371 ―
F3 -.430 .626 ―
F4 .409 .173 -.104 ―
α係数 0.89 0.82 0.77 0.75
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 研究 1－2 と同様である。（有効回答者数 399 名） 
【調査時期】 








































































































































***p<.001, **p<.01, *p<.05, †p<.10
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剰 配 慮 」 の 標 準 偏 回 帰 係 数 は （ β ） = .164
（t(398)=3.17,p<.01，両側検定），「肯定的自己評価」

































































































































































































































































































































































































プロセスの検討― 教心第 55 回総会，pp.419. 
河村壮一郎（2004）：精神健康調査票を用いた短期大
学生の精神的健康に関わる要因の検討 鳥取短期
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